
　国際社会が脱炭素社会の実現に向
けて動き出す中、大阪市においても
2050年までに温室効果ガス排出量実
質ゼロを目指す「ゼロカーボン　おお
さか」の実現に向けたさまざまな検討
や取り組みを進めている。
　その中で大阪市が着目しているの
が、流れが緩やかな地下水が豊富に存
在している大阪市域の特性を活かした
帯水層蓄熱冷暖房システムである。本
システムは帯水層から汲み上げた地
下水を熱源水として利用した後、還水
し蓄熱するシステムで、夏季の冷房時
に生じる温排熱を冬季の暖房熱源に
活用し、冬季の暖房時に生じる冷排熱
を夏季の冷房熱源に活用することによ

り省エネルギーとなるシステムであ
る。排熱を大気中に放出しないため
ヒートアイランド現象も緩和できる。
　このシステムの活用に向けて大阪
市は、産学官連携の下、2015～18年
度にかけて環境省「CO2排出削減対策
強化誘導型技術開発・実証事業」に参
画し、うめきた２期暫定利用区域（北
区）において、日本初となる大容量
（100㎥/h）の地下水を全量還水でき
るシステムを開発した。汲み上げた地
下水は熱エネルギーのみを採り出した
後、全量を地下に戻すことで地盤沈下
を回避できる。

　さらに、地盤条件の厳しい埋立地で
の利用、井戸間距離が取りにくい都市

部での大容量化のため、2018～20年
度にかけて同環境省事業に参画し、大
阪市舞洲障がい者スポーツセンター
「アミティ舞洲」（此花区）において、１対
の井戸で上下２つの帯水層からそれぞ
れ100㎥/hを同時に揚水・還水し、蓄
熱量を倍増するシステムを開発した。
　2021年８月25日～10月17日まで
の冷房運転、2021年12月３日～翌年
３月10日までの暖房運転のデータに
よると、システムCOPは冷房時平均で
5.37、暖房時平均で4.02であった。ま
た、従来システム（ガス吸収式冷温水
機）と比較し、冷房運転では55％の省
エネルギー、66％の省CO2、暖房運転
では41％の省エネルギー、59％の省
CO2を達成した。
　大阪市では帯水層蓄熱ポテンシャ
ルマップの公表や「建築物用地下水の
採取の規制に関する法律」（ビル用水
法）の揚水規制緩和提案・実現などの
取り組みを行ってきた。今後もアミ
ティ舞洲の運転事例などの発信によ
り、本システムの普及に向けて取り組
んでいく。
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三菱重工サーマルシステムズ㈱
三菱重工サーマルシステムズ㈱
14,373㎡
2020年更新
http://fukspo.org/maishimassc/
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